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問 題 

 

仮にあなたが、我が国の「国会」又は「地方議会」に係る制度について、近年の社会情

勢を踏まえて改革を行う立場になった場合、どのような改革を行うべきか論じなさい（国

会又は地方議会のいずれかを選択して論じなさい）。 
その際、改革の目的、手法、留意しなければならない点等について整理して 1,200 字以

内で記述しなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


